
（実施日）

　　　　　　　　　平成１６年１０月２９日（金）

委　員 質 問 ・ 意 見 回　　　答

Ｂ委員

ＷＡゲージは誰が何処で製作したものか？
ゲージのみでも岩手ブランドとして販売可能である。温度変
化に対するデータを取得し、性能表として提示することで、よ
り付加価値がつく。

平成10年に当センターのＷ主専研が設計し、Ａ社で製作を担
当した。計量研と相談しながら、市販化について検討を行っ
ていきたい。

Ｃ委員 使用したゲージのトレーサビリティーはとれているのか？ 計量研に依頼し、値付けを行っている。

Ｄ委員 マスターゲージとして認定は受けているのか？

受けていない。市販化する場合には検討する。

（連携研究主幹）
本ゲージに関しては学会発表が済んでいる為、特許取得が
できない。市販化した場合、摸倣品が出てくることが心配。

Ｅ委員
温度保証などの技術を絡めれば、特許出願は可能ではない
か？

参考にさせて頂き、ぜひ販売に繋げるよう努力したい。

Ｈ委員
開発予算額が非常に少ないが正しい数値か？
正しいとすれば費用対効果がすばらしい。

数値は正しい。殆ど既存の設備を使用し開発を行っている
為、低予算で研究ができた。

（連携研究主幹）
本事業はコンソーシアムの委託研究として行っており、記載さ
れている成果予測は、コンソーシアム全体のものである。
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